
科目№45

分野 専門分野

授業科目名 単位 1単位 開講時期

母性看護学概論

時間 30時間 1年次

講師名 大熊郁子　 実務経験

講師名 藤吉啓造 実務経験 　医療機関において医師として勤務

授業概要

母性看護における臨床看護実践に必要な知識を学習する

到達目標

１）母性看護の基盤となる概念や理論、母性看護の目的、対象を理解する

３）性と生殖の看護の重要性がわかる

４）母子保健統計からみた母子の健康問題、課題について考えることができる

５）母子の健康と安全を保障する法律、施策、環境について理解できる

DPとの関連 関連が深いもの◎、関連するもの〇

◎ １．看護の対象である人間を身体的、精神的、社会的に統合された生活者として理解する能力を養う。

◎

〇

〇

〇

授業の流れ【全体のスケジュール（回数）・学習内容・方法・準備物品など】

時間 方法 備考

1 講義　ポストテスト

2 講義　ポストテスト

3 講義　ポストテスト

4 講義　ポストテスト

5 講義　ポストテスト

6

7 思春期・成熟期・更年期・老年期の看護（生活を支える地域の看護活動含む）

8 思春期・成熟期・更年期・老年期の看護（生活を支える地域の看護活動含む）

9 思春期・成熟期・更年期・老年期の看護（生活を支える地域の看護活動含む） 課題発表

10 講義

11 母性保健の統計、母性保健の法律 講義　ポストテスト

12 母性看護に関わる施策、母性看護の提供システム 講義　ポストテスト

13 生殖に関する生理②　妊孕性と不妊 講義　ポストテスト

14 リプロダクティブヘルスケア（家族計画/性感染症とその予防/HIV/HPV） 講義　ポストテスト

15 リプロダクティブヘルスケア（人工妊娠中絶/喫煙/児童虐待） 講義　ポストテスト

筆記試験

受講上の注意

予習においてはテキスト、関連書籍を熟読するとともに、理解できない箇所を明確にする。

また、関連動画がある場合は視聴する。

復習においては、テキスト、講義資料、ポストテストを用いて、学習した内容を整理し、理解を深める

母性看護学概論6回目までに、思春期・成熟期・更年期・老年期の特徴についてレポートにまとめて、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸで

選択ﾃｰﾏにおける健康問題・課題、健康教育、看護を考える

評価方法

母性看護学概論　　ポストテス（15点）　課題レポート及び演習への取り組み（25点）　筆記試験（25点）

母性保健　　　　ポストテスト（15点）　筆記試験（20点）

使用するテキスト

参考文献

図書室には多数の母性看護に関する図書や雑誌、漫画本もあります。自分に合うものを参考にしてください

医学書院　系統看護学講座　専門分野　母性看護学概論   母性看護学２

生殖における生理①　生殖器の機能　第二次性徴　性周期　

２）女性のライフサイクルと健康問題、課題を学び、母性看護の役割について理解する

医学書院　系統看護学講座　専門分野　母性看護学概論   母性看護学１

母性看護学概論

2．対象の健康状態やその変化に応じて、科学的根拠に基づいた看護の実践能力を養う。

3．人々の多様な価値観を認識し、やさしい心で接するとともに、専門職業人として倫理に基づいた行動能力を養う。

4．保健・医療・福祉システム及び多職種の役割や連携を理解し、多様な場で生活をする人々への看護を実践できる基礎的能力を養う。

5．看護への探求心をもち、専門職業人として自ら学び続ける姿勢を養う。

授業内容

母性看護の基盤となる概念、母性看護の中心概念

母性看護の機能と役割

母性看護の対象の特徴

母性看護と倫理、課題と展望

母性保健

　専任教員／医療機関において助産師として勤務

大熊郁子

藤吉啓造

思春期・成熟期・更年期・老年期の看護（生活を支える地域の看護活動含む）

生殖における健康問題と看護　

演習


